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（午前１０時００分 開会） 

◎開会宣告 

○議長（氏家良美君）皆さんおはようございます。中川議員は一身上の都合により欠席し

ております。ただいまから令和６年第２回新冠町議会定例会を開会いたします。 

 

◎開議宣告 

○議長（氏家良美君） 直ちに本日の会議を開きます。 

 

◎議事日程の報告 

○議長（氏家良美君） 議事日程を報告致します。 

議事日程は御手元に配付した印刷物のとおりでございます。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（氏家良美君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、６番、秋山三津男議員、７番、

武藤勝圀議員を指名いたします。 

 

   ◎日程第２ 会期の決定 

○議長（氏家良美君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

お諮りいたします。本定例会の会期は、本日から６月２４日までの７日間といたしたい

と思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（氏家良美君） 異議なしと認めます。 

よって会期は、本日から６月２４日までの７日間とすることに決定しました。 

お諮りいたします。議案等調査のため、６月１９日、２０日及び６月２２日、２３日の

４日間を休会したいと思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（氏家良美君） 異議なしと認めます。 

よって、６月１９日、２０日及び６月２２日、２３日の４日間を休会とすることに決定

いたしました。 

 

   ◎日程第３ 諸般の報告 

○議長（氏家良美君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

町長から御手元に配付のとおり、議案の提出がありましたので報告いたします。 

次に、一部事務組合議会の開催状況、閉会中の諸行事の出席状況、説明員の報告につい

ては、御手元に配付したとおりですので、御了承願います。 



4 
 

以上で諸般の報告を終わります。 

 

   ◎日程第４ 行政報告（町長・教育長） 

○議長（氏家良美君） 日程第４、行政報告を行います。 

議案の審議に先立ち、町長並びに教育長から行政報告の申出がありましたので、これを

許します。 

鳴海町長。 

○町長（鳴海修司君） 本日、令和６年第２回新冠町議会定例会を招集いたしましたとこ

ろ、議員各位には時節柄何かと御多用の中、御出席を賜り厚く御礼申し上げます。議長か

ら発言の許可をいただきましたので、令和６年第１回定例会以降の主要な行政の動向につ

いて、項目の順に従い御報告申し上げます。 

 はじめに、令和６年度新冠町自治会長会議の開催結果についてご報告申し上げます。 

「開かれた行政の推進」と「まちづくりに地域の声を反映させる」ことなどを目的に、例

年、自治会長会議を開催しており、本年度は５月１０日に開催いたしました。自治会長会

議は、出席負担の軽減と重複する出席対象という効率面から、例年、新冠町自治会連合会

総会と同日、同じ会場で開催することとしており、本年も同連合会総会終了後に本町多目

的交流センターにおいて開催しました。当日は、３４自治会中２１自治会の会長が出席し、

私からまちづくりの現状について説明した後、質疑と意見交換を行いました。質疑の中で

は、レ・コード館第二駐車場の整備内容と鉄路撤去後の状況について質問等があり、不陸

整正を中心とした整備工事であることを説明したほか、人口減少による自治会機能の低下、

あるいは除雪対応などの地域生活において直面する問題等についての質問がありましたが、

いずれも現状における対応を説明し、地域のご協力についてお願いした次第であります。

また、消滅可能性自治体からの当町が除外された新聞報道を受け、その遠因等について町

の見解を求められましたが、現在調査中であるとして詳細説明は控えさせていただきまし

たが、当該事項については、今後、企画課において分析等を行い、議会説明を行うことを

予定していますので、時間をいただきたいと考えています。人口減少の進展は、自治会の

持続可能性を脅かす大きな原因であり、町としても対応に力を尽くしておりますが、即座

にその効果が現れるものではなく、将来を見据えた地道な歩みを進めて行くことが肝要と

考え、これまで同様に将来展望に則した事業を推進して行く所存です。また、自治会は地

方自治の根幹であり、住民と行政の架け橋であると考えるところです。今後においても、

各自治会からの声に耳を傾け、まちづくりに反映させる努力を惜しむことなく、町政の推

進に努める所存ですので、よろしくお願い致します。 

次に、朝日の森の供用開始についてご報告申し上げます。 

令和５年度をもって閉校となった朝日小学校とその附帯施設は、地域の方々はもちろん

のこと、広く町内外の方々に利用していただくため、本年４月から複合用途施設「朝日の

森」として町が管理する公共施設の１つとして供用を開始しました。これまで閉校した小
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学校のほとんどは、施設を民間移譲することで有効利用と建物価値の継承を図って来まし

たが、旧朝日小学校については町の公共施設を広く俯瞰し、現状において不足する機能の

補完、あるいは地域コミュニティの推進のために利活用する施設として町が管理・運営す

ることとしたものでございます。４月当初は、教育委員会からの引き継ぎと管理業務の準

備に時間を要したため４月１５日から管理人を配置し、実際の供用を開始いたしました。

朝日の森は、５つの用途区分に分け、各用途区分をエリアとして使用目的を設定していま

すが、いずれも単なる保管庫ではなく、まちづくりの目的に沿って活用して行くこととし

ています。現在は、首都圏に本拠を置くドローン事業を展開するＩＴ企業が、事業・芸術

等エリアの１室を事務所として使用し、社員を常駐させることとして開設の準備を進めて

おり、同企業は北海道における事業展開の拠点として施設を活用することとしています。

また、体育等エリアとしている体育館は、地域のテニポンサークルが週２回定期的に使用

するなど、学校開放事業の中で進めていた地域利用として継承されており、適切な維持管

理を行うことで、これまで同様、施設の利活用を推進することとしています。人口減少と

少子高齢化社会の中にあっては、多くの市町村において小学校の閉校は、進められていま

す。それら多くの場合において小学校閉校が地域コミュニティの衰退をもたらすことがあ

り、人口減少社会における１つの課題となっています。この度の当町における朝日小学校

の閉校においては、町は施設を直接管理運営することで現代社会の課題に前向きに取組み、

地域コミュニティの維持に努めて行く所存ですので、町民の皆さまのご理解とご協力をお

願い致します。 

次に、ＪＲ用地取得手続きの状況についてご報告申し上げます。 

令和３年４月１日から日高管内の公共交通は、鉄路からバス交通へと全面転換され、日

高管内の生活交通は、バスによる乗合自動車運送が主体となっています。全面バス転換に

よって以前の公共交通の１つであった鉄路とその附帯施設は、管内各町の希望する区間が

譲渡されることとなり、当町においては、新冠市街地と節婦市街地、そして当該区間内の

プラットホームなどを譲り受けることについて町内関係機関との協議が整いましたので、

その旨ＪＲ北海道へ報告し、関係手続を進めてきたところです。これまでのＪＲ北海道か

らの説明では、日高線廃止に伴うＪＲ用地及び鉄路の譲渡には、国土交通省との協議を経

て、財務省の許可が必要とされており、このことは、鉄道用地等が元来、国有財産であっ

たことによります。そのため、新冠町の譲り受け区間について、ＪＲ北海道の事務手続き

は昨年末から開始されたものの、今もなお省庁における事務手続きの過程にあり、確定に

は至っていない状況にあります。しかしながら、管内各町は、ＪＲ用地の取得を前提とし

たまちづくりを進める意味において、その歩みを止めることはできないため、国の事務手

続きが終了する前において、譲り受け対象用地について、ＪＲ北海道と、土地・建物使用

承諾を交わすことで整備事業を推進しており、当町においても本年度実施するレ・コード

館第二駐車場整備事業を同様の手続きをもって取り進めることとしています。省庁間の事

務手続きは、本年内には終了する見込みであり、手続きの終了をもって当町が指定した譲
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り受け区間は町有地となります。譲り受けが確定した際には、改めて町民の皆さんや町議

会へ報告させていただきます。東西に伸びる鉄道用地の有効利用は、その形状と立地の点

から活用が難しい反面、周辺施設との連携を想定したとき、高い利用可能性を持っている

と考えるところです。今後は、多くの協議を踏まえ、慎重な活用の方策を検討して参る所

存ですので、よろしくお願い致します。 

次に、日高山脈襟裳国定公園の国立公園化に向けた取組みの現状についてご報告申し上

げます。 

日高・十勝管内一市十一町一村にまたがる日高山脈襟裳国定公園は、氷河の創り出した

地形や日本唯一の地質が見られるほか、北海道を代表する野生動植物が多く生息している

希少な自然環境を有する国定公園です。同公園は、１９８１年に国定公園に指定され、２

０１０年には、国立公園の新規指定を検討する候補地として選定されましたので、２０１

６年からは、環境省は国立公園指定のための検討調査を行い、その動きに併せて日高管内

各町一丸となって国立公園化に向けた取組みを進めて参ったところです。その結果、去る

５月２２日、中央環境審議会において、国立公園化について承認され、本年７月末までに

は、官報で告示となり、新たな国立公園が誕生することになります。これまで管内７町は

連携し、国立公園化の実現に向け、共に歩みを進めてきており、道内では３７年ぶりの新

たな国立公園の誕生は、管内７町共通の喜びであり、日高の魅力発信の新たな機会になる

ものと考えるところです。なお、公園区域が十勝側の山麓部分も含めて拡大すること、更

には保全管理が日高・十勝の相互協力によって成り立つことから、名称に新たに「十勝」

を加え、「日高山脈襟裳十勝国立公園」とされました。国立公園化後においても、さまざま

な課題はあるかと考えますが、関係市町村がこれまで以上に連携をすることで、最善の方

向に進んで行くよう、新冠町として尽力して行く所存ですので、よろしくお願いします。 

次に、令和５年度新冠町住民税非課税世帯臨時特別給付金事業等の支給結果についてご

報告申し上げます。 

町では、国のデフレ完全脱却のための総合経済対策の内容を踏まえ、物価高騰対応重点

支援地方創生臨時交付金を活用して、低所得者への支援や定額減税を補足する給付を実施

するため、３種類の交付金事業を繰越事業として実施してまいりましたが、５月末をもっ

てすべての給付を完了いたしましたので、結果についてご報告申し上げます。まず、住民

税非課税世帯に７万円を給付する、住民税非課税世帯臨時特別給付金事業については、予

算では、対象世帯を９２１世帯と見込んでおりましたが、支給実績として８４７世帯、金

額として５９２９万円、予算対比９２．０％の支給率となっております。次に、住民税均

等割のみ課税世帯に１０万円を給付する、住民税均等割世帯臨時特別給付金事業でありま

すが、予算では、２９８世帯を対象として見込んでおりましたが、支給実績として１３６

世帯、金額として１３６０万円、予算対比４５．６％の支給率となったところでございま

す。また、前段の２事業の世帯に１８歳以下の児童がいる場合、１人あたり５万円を加算

給付する、こども加算給付事業に関しては、対象児童を１００人として見込んでおりまし
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たが、支給実績として７９人、金額として３９５万円、予算対比７９．０％の支給率とな

ったところでございます。転入や未申告により課税状況が把握できない世帯を含め対象と

して見込んでいたため、支給率が低い給付事業もありますが、町ではこの間、町政委託文

書での周知に加え、対象者へのダイレクトメールによる制度周知のほか、未申請者への文

書による通知など、可能な限りの周知活動を実施した上で、支給事業を推進してきたこと

もご報告させていただきます。 

次に、新冠町老人憩の家における灯油漏えい事故についてご報告いたします。 

去る５月２２日、職員が施設巡回した際に、中央町に所在する新冠町老人憩の家に隣接

した側溝内に油が浮き、灯油臭が漂っていることに気づき、元栓を閉め、日高中部消防組

合新冠支署に報告の上、漏えい検査を行ったところ、埋設してある暖房用給油管が腐食し、

灯油が漏えいしている疑いがあることが判明いたしました。直ちに、漏えい個所を特定す

るため掘削作業を依頼するとともに、側溝内にオイル吸着マットを敷設して、汚染土砂の

表土除去にとりかかりました。一時的に、側溝内への油流出は防ぐごとができましたが、

６月５日の段階で再び油の流出が確認されましたことから、翌６日に日高振興局に報告の

上、対応に関し指示を仰いだところでございます。振興局の検査においては、漏えいは側

溝内で収まっているとの見解が示されましたが、次の対応について指示を受けました。 

その１、専門業者による土壌の汚染状況調査。その２、汚染土壌の撤去。その３、汚染個

所のブルーシートでの保護。その４、オイル吸着マットの継続敷設。その５、近隣地権者

と地元漁協への報告。その６、漏えい量の確認。以上６点の対応について指示いただき、

全ての事項において対応を図っているところですが、念のため、新冠川を管理する室蘭建

設管理部門別出張所にも報告し、出張所の検査においても河川への流出がないことを確認

したところでございます。漏えい量は、使用料の各年比較から、３００～５００Ｌと推計

しておりますが、現在、関係課に汚染範囲の特定調査と汚染土の撤去を早急に進めるよう

指示しており、準備が整い次第対応を図ることとしております。町有施設の管理にあたっ

ては、日頃から気を配っているつもりでありますが、この度の事故を受け、各課が所管す

る全施設について配管状況の確認等を指示したところであり、本事故の教訓を踏まえまし

て改めて安心安全な施設管理に意を用いてまいる所存でございます。 

次に、日高徳洲会病院の移転改築計画における移転先調査の状況について、ご報告いた

します。 

令和６年第１回定例会の行政報告におきまして、日高徳洲会病院から新病院の移転先対

象エリアを当町まで拡大し検討する旨の説明を受け、同病院の希望条件に見合う土地情報

の提供を依頼されたこと。当町の対応として市街地周辺の町有地１か所、民有地複数か所

の情報提供を行うとともに、本件を企業誘致に位置づけ、新冠町企業誘致条例に基づく支

援策を町議会と協議のうえ用意をすること。また、提供した土地情報の中から町有地１か

所、民有地１か所が指定され、当該地の現地視察に随行したことについて報告いたしまし

た。本件に係るその後の状況でございますが、４月１０日に徳洲会東京本部より理事長、
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副理事長が来道され、町内では先ほど申し上げた町有地１か所、民有地１か所の２か所。

これに新ひだか町内で選定協議が進められている候補地への視察が行われたとの情報が届

いております。加えて、５月２４日には、これら両町の候補地に対する本部理事会での協

議・検討を深めるため、地質調査を行いたいとの申し出がありましたことから、５月２８

日開催の町議会全員協議会へ報告のうえ、翌２９日に町有地の使用許可と併せ、民有地所

有者の了承の意向を伝えたところでございます。日高徳洲会病院では、地質調査を委託す

る事業者との調整が整い次第、順次調査を実施するとの方針にあり、スケジュール等の情

報は随時提供頂くことになっておりますので、町議会との情報共有を行うとともに、町有

地の周辺自治会等への周知を考えております。なお、移転先の決定につきましては、令和

６年以内に決定をしたいとの意向を伺っており、今後の対応におきましても、行政と町議

会との一致した方針により慎重に取り進めて参りますので、ご理解を頂きたいと存じます。  

最後に、今定例会に提案しております案件ですが、一般議案３件、令和６年度各会計補

正予算４件を提案することといたしております。それぞれ提案する際には、具体的に御説

明いたしますので、全案件とも提案どおり御決定いただきますよう、よろしくお願いを申

し上げまして、行政報告とさせていただきます。 

○議長（氏家良美君） 町長の行政報告が終わりました。 

次に、教育長から教育行政報告を行います。 

奥村教育長。 

○教育長（奥村尚久君） 議長より発言の許可をいただきましたので、令和６年第１回定

例会以降の教育行政に関わって、御報告申し上げます。 

小学校統合後の学校の状況について御報告いたします。 

今年度、小学校を統合し、町内全ての児童の学び舎となります新冠小学校がスタートい

たしました。４月８日に始業式、９日には入学式を行い、新入学児童４２名を迎え、全校

生徒２５２名により新たな学校生活が始まりました。登校初日から数日は、朝日小学校か

ら来られた児童が、細かいルールの違いに戸惑う場面もありましたが、それも間もなく解

消され、子ども達はこれまで重ねてきた交流活動により、以前から共に学校生活を過ごし

てきたかのように生活しております。保護者の方々が特に心配をされておりました、統合

によるスクールバス路線の見直しに加え、学校へ乗り入れする車両の増加に伴う駐車場の

混雑や児童同士の関わりなど、スクールバスによる登下校の対応につきましては、運行ル

ートや乗り継ぎの確認、運行にかかる時間、また駐車場と周辺環境の整備など、多方面に

配慮しながら統合に臨んでまいったところです。また、新年度当初は、児童のスクールバ

スへの誘導や学校と教育委員会が連携し登下校便に乗車するなど、安全確認と乗車指導を

行い、大きな混乱なく新たなスタートをきることができました。保護者からの意見を聴取

する機会としては、４月２０日の全校参観日に合わせＰＴＡ総会と学年懇談を開催したと

ころですが、その場においては登下校や学校生活における不安の声などはございませんで

した。今後は学校運営を進めて行く中で新たな課題が持ち上がることも考えられますが、



9 
 

引き続き児童の様子に注視し、保護者の意見に耳を傾け、一つ一つ丁寧に対処することで、

子ども達が安心して学校生活を送れるよう教育環境の改善と充実を図ってまいります。ま

た、統合後の次のステップとして、将来を見据えた小中の連携のあり方や学校施設の改築

を含めた教育環境の再編整備の検討に着手してまいります。 

最後に、昨年の特別な暑さを受け、夏までを目標として取り進めておりました、小中学

校へのエアコンの設置については、現在まで順調に工事が進められておりまして、心配し

ておりました資材や機器の確保の目途が立ち、５月末時点での進捗状況において、６月末

までに設置完了予定であることをご報告申し上げ、教育行政といたします。 

 ○議長（氏家良美君） 教育長の教育行政報告が終わりました。 

 

◎日程５ 報告第４号 

○議長（氏家良美君） 日程第５、報告第４号、例月出納検査の結果報告についてを議題

といたします。 

監査委員より、例月出納検査の結果報告がありましたので、質疑を省略し、報告のとお

り受理することにしたいと思います。 

 

◎日程６ 報告第５号 

○議長（氏家良美君） 日程第６、報告第５号、有限会社にいかっぷホロシリ乗馬クラブ

の経営状況の報告についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

佐渡企画課長。 

○企画課長（佐渡健能君） 報告第５号、有限会社にいかっぷホロシリ乗馬クラブの経営

状況の報告について、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、有限会社にいかっ

ぷホロシリ乗馬クラブの、令和５年度事業報告及び決算に関する書類並びに令和６年度事

業計画及び予算に関する書類を別紙のとおり提出するものでございます。 

御手元に配付の報告第５号資料により説明いたします。当該資料は、去る５月１６日開

催の株主総会において承認可決されたものでございます。 

主な令和５年度事業について説明いたしますので、２ページをお開きください。下段、

全体の項目中３行目から６行目までの記載を読み上げます。結果として乗馬クラブは、利

用者が増加し６８００万円の事業収入となり、道の駅物産館では、店舗内販売品売上げ、

ふるさと納税返礼品売上げともに増加し、１億４６００万円の事業収入を得ました。会社

全体では、総事業収入２．１億円強を計上し、今期の経常利益は９７万６９２９円。当期

純利益６０万９５６円となりました。とあります。 

次に、令和５年度の経営状況について、損益計算書で説明いたしますので、５ページを

お開きください。主だった科目の額を読み上げ、その後、前年度比を口頭で述べます。純

売上高合計２億１３７１万４４２３円、前年度比１１２６万２６７２円の増。仕入れ経費
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などからなる売上げ原価は１億２９０３万９２３４円、前年度比６７８万３１９６円の増。

純売上高から売上げ原価を差し引いた売上げ総利益は８４６７万５１８９円。前年度比４

４７万９４７６円の増。人件費などから成る販売費及び一般管理費は８５６４万３９５０

円。前年度比６８１万３２９５円の増。売上げ総利益から、販売費及び一般管理費を差し

引いた営業損失は９６万８７６１円、前年度比２３３万３８１９円の減となっていますが、

これは広告宣伝費及び車両購入に伴う減価償却費を計上したことに伴いまして、販売費及

び一般管理費が増額となったことによります。いずれも単年度に係る事項であり、投資的

経費に係るものとなってございます。続いて営業外収益は１９８万４０８２円、前年度比

４万９２１０円の減。営業外費用は３万８３９２円、前年度比２４５９円の増。営業損失

に営業外収益を加算し、営業外費用を差し引いた経常利益は９７万６９２９円、前年度比

２３８万５４８８円の減となっています。今期は特別利益、特別損失がございませんので、

経常利益が税引き前当期純利益となります。法人税等は３７万５９７３円。税引き前当期

純利益から法人税等を差し引いた当期純利益は６０万９５６円、前年度比２０９万８７８

９円の減となっていますが、令和５年度決算は黒字となっています。 

次に資産状況の概略について説明しますので、４ページにお戻りください。貸借対照表

における資産の部、資産合計７６２８万２９９３円、前年度比３２７万２４０円の増とな

っています。主に流動資産中、販売品が現金化され、現金預金の科目が前年度比で８１１

万３３１４円増加したことによります。次に右の欄に移りまして、負債の部、負債合計１

４８０万９９３円、前年度比２１６万９２８４円の増。下段に移ります。純資産の部、繰

越利益剰余金は２２４８万２千円であり、この額は、昨年度の繰越利益剰余金額に、今年

度の当期純利益６０万９５６円を加算した額となっています。純資産合計は６１４８万２

千円、前年度比１１０万９５６円の増となっています。負債純資産合計は、資産合計と同

額の７６２８万２９９３円です。６ページは、販売費及び一般管理費の内訳です。７ペー

ジが、製造原価報告書です。８ページは、株主資本等変動計算書となっており、株主に帰

属する純資産の部、各項目の変動額について示すものですが、いずれの項目も当期純利益

額６０万９５６円増加しています。１２ページをお開きください。令和６年度事業計画案

です。概要のみ申し上げます。営業展開として、隣接施設との連携強化とオリジナル商品

の開発と販売、さらには研修棟の完成に伴う団体合宿の受入れ、競技会の開催の誘致をす

ることによって、より一層の健全経営に努めることとしています。次に１４ページをお開

きください。収支予算書における見積損益計算書です。上段収入の部、令和６年度収入合

計予算は２億１４２０万円。下段支出の部、令和６年度支出合計予算は２億１２４５万円。

差引益金予算額は１７５万円となっています。１５ページ１６ページは乗馬クラブ、道の

駅それぞれの見積損益計算書です。後刻御覧いただきたいと思います。 

以上が、報告第５号、有限会社にいかっぷホロシリ乗馬クラブの経営状況の報告につい

てです。よろしくお願いいたします。 

○議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 
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報告第５号については、報告のとおり受理することといたしたいと思います。 

    

   ◎日程第７ 報告第６号 

○議長（氏家良美君） 日程第７、報告第６号、繰越明許費繰越計算書についてを議題と

いたします。 

提案理由の説明を求めます。 

佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤正秀君） 報告第６号、繰越明許費繰越計算書について提案理由を申し

上げます。 

令和５年度新冠町一般会計予算の繰越明許費は、別紙のとおり翌年度に繰越しましたの

で、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により議会に報告するものです。繰越した

事業につきましては、令和５年第４回定例会及び令和６年第１回定例会の補正予算におい

て議決いただいたものでございます。繰越しに当たっては法の規定において、歳出予算を

翌年度に繰越したときは、翌年度の５月３１日までに繰越し計算書を生成し、次の議会に

報告しなければならないとされており、繰越計算書の生成を終えたことから、本定例会で

報告するものです。 

次ページをお開き願います。令和５年度新冠町一般会計繰越明許費繰越計算書になりま

す。２款総務費、３項戸籍住民基本台帳費、社会保障税番号制度システム整備事業１２３

２万４千円は、戸籍法等の改正に伴いシステム改修を行うものですが、年度内完了が見込

めないことから、事業費全額を繰越したもの。３款民生費、１項社会福祉費、住民税均等

割課税世帯給付金事業２４９３万８千円は、１世帯当たり１０万円を給付するもので、申

請期限が本年５月３１日までとなっていることから、執行未済分を１７２５万３千円繰越

したもの。子供加算給付金事業４０１万４千円は、児童１人当たり５万円を給付するもの

で、同じく申請期限が本年５月３１日までとなっていることから、執行未済分１０６万１

千円を繰越したもの。住民税非課税世帯給付金事業追加分４４１３万２千円は、１世帯当

たり７万円を給付するもので、同じく申請期限が本年５月３１日までとなっていることか

ら、執行未済分７９４万３千円を繰越したもの。５款農林水産業費、１項農業費、施設園

芸生産基盤緊急支援事業２２４万５千円は、施設園芸農業者に対する道の補正予算による

緊急支援事業で、間接補助するものですが、年度内完了が見込めないことから、事業費全

額を繰越したもの。農村整備事業２６５万５千円は、東泊津地区農道集落道整備事業につ

いて、事業の進捗を図るため、令和５年度の執行残を本事業に充当されるよう、道からの

要請を受け繰越したもの。９款教育費、２項小学校費、空調設備設置事業３０６７万９千

円及び３項中学校費１８０４万円は、国の補正予算による交付金及び補正予算債を活用し、

小学校及び中学校における暑さ対策として、エアコンを各室に設置整備するものですが、

年度内の完了が見込めないことから、入札執行後の事業費を、２項小学校費２９５４万６

千円、３項中学校費１５３３万４千円を繰越したものです。事業費の合計金額１億３９０
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２万７千円のうち、８８３６万１千円を令和５年度に繰越しており、これに係る財源内訳

は掲載のとおりです。 

以上が、報告第６号、繰越明許費繰越計算書の提案理由です。御審議賜り報告のとおり

受理くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

これより、報告第６号に対する質疑を行います。 

発言を許可いたします。 

（「なし」の声あり） 
○議長（氏家良美君） ないようですので質疑を終結いたします。 

報告第６号については、報告のとおり受理することといたします。 

 

   ◎日程第８ 議案第３１号 

○議長（氏家良美君） 日程第８、議案第３１号、辺地に係る総合整備計画の策定及び変

更についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤正秀君） 議案第３１号、辺地に係る総合整備計画の策定及び変更につ

いて、提案理由を申し上げます。 

辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律第３条第１

項の規定に基づき、大富辺地に係る総合整備計画を別紙１のとおり策定し、同法第３条第

８項の規定に基づき、美宇辺地に係る総合整備計画を別紙２のとおり変更いたしたく議会

の議決を求めようとするものです。 

次ページをお開き願います。別紙１、大富辺地に係る総合整備計画を次のとおり策定し

ようとするものです。辺地計画は法の定めにより計画期間は５年であり、現計画は令和５

年度をもって満了となりますが、引き続き、辺地債を活用して事業を推進するため、新た

に策定するものです。（１）辺地の概況ですが、辺地を構成する地域は、字大富万世東泊津

で、地域の中心市及び辺地度点数は記載のとおりです。公共的施設の整備を必要とする事

情は記載のとおりですが、実施する事業は、農道の整備です。（３）公共的施設の整備計画、

期間は令和６年度から令和１０年度までの５か年間です。計画する施設は、道路（農村整

備事業、橋梁長寿命化事業）に区分されます。事業主体は北海道及び新冠町で、事業費は

１１億１８６５万円、財源内訳の特定財源８億６３１５万円、一般財源２億５５５０万円

で、一般財源のうち、辺地対策事業債の予定額は２億５５５０万円です。本計画の対象事

業は、町道東泊津線から道道平取静内線の交点までの整備を行う道営農村整備事業で、全

体事業量は、農道改良舗装延長４８３０メートル、負担割合は、国５５％、道と町がそれ

ぞれ２２．５％の事業です。令和６年度当初予算において、道営土地改良事業負担金とし

て２６３２万５千円計上しているものです。 
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裏面に移ります。別紙２、美宇辺地に係る総合整備計画を、次のとおり変更しようとす

るものです。このたびの変更は、老朽化している新和地区テレビ放送共同受信施設の更新

整備について、辺地債を活用して推進しようとするもので、変更か所は、（２）公共的施設

の整備を必要とする事情の最下段に、共同受信施設と、その理由を記載のとおり追加する

こと。（３）公共的施設の整備計画の最下段に、施設、共同受信施設（テレビ共同受信施設

整備事業）、事業主体、新冠町、事業費５千万円、財源内訳、特定財源２３００万、一般財

源２７００万。一般財源のうち、辺地対策事業債の予定額２７００万円をそれぞれ追加し、

合計欄の事業費を８億９００万円から８億５９００万円に、財源内訳の特定財源５億２９

９２万５千円から５億５２９２万５千円に、一般財源２億７９０７万５千円から３億６０

０７万５千円に、一般財源のうち、辺地対策事業債の予定額２億６１９０万円から２億８

８９０万円にそれぞれ増額するものです。この事業費は活用できる辺地債の上限額の設定

に紐づくことから、設計変更や事業費の増加、補助金の減少などに対応し、辺地債の活用

額を増額する場合に柔軟に対応するため、予算計上額より余裕を持って設定しております。

なお、本事業に係る予算は、５月の第２回臨時会で議決いただいた工事設計費の補正予算

及び今定例会において、本体工事部分を補正予算として提案することとしておりますので、

御承知おき願います。 

以上が、議案第３１号、辺地に係る総合整備計画の策定及び変更についての提案理由で

す。御審議賜り、提案のとおり決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

これより、議案第３１号に対する質疑を行います。 

発言を許可いたします。 

（「なし」の声あり） 
○議長（氏家良美君） ないようですので質疑を終結いたします。 

これより本案に対する討論を行います。 

反対討論の発言を許可いたします。 

（「なし」の声あり） 
○議長（氏家良美君） ないようですので、討論を終結いたします。 

これより、議案第３１号について採決を行います。 

お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 
○議長（氏家良美君） 全員挙手であります。 

よって、議案第３１号は原案のとおり可決されました。 

 

休憩 午前１０時５３分 
再会 午前１１時 ５分 
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○議長（氏家良美君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 

   ◎日程第９ 議案第３２号 

○議長（氏家良美君） 日程第９、議案第３２号、令和６年度新冠町一般会計補正予算を

議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤正秀君） 議案第３２号、令和６年度新冠町一般会計補正予算について

提案理由を申し上げます。 

１ページをお開き願います。令和６年度新冠町一般会計補正予算、このたびは２回目の

補正となります。歳入歳出予算の補正、第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ１億４２９４万２千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５８億１

３７９万２千円にしようとするものです。 

はじめに、地方債の補正がございますので、４ページをお開き願います。第２表、地方

債補正、１変更です。過疎地域自立促進特別事業は、地域医療などの確保をするための過

疎ソフト事業に充当している過疎債で、基本限度額が増額となったことから、限度額６６

１０万円を補正後２０万円増の６６３０万円に。続いて、テレビ共同受信施設整備事業は、

老朽化している新和地区テレビ放送共同受信施設の更新整備に係る辺地債で、本体工事に

充当する分を増額するもので、限度額３８０万円を補正後１８４０万円増の２２２０万円

にそれぞれ変更しようとするものです。次に、２追加です。ごみ収集運搬車両購入事業、

限度額３２２０万円は、更新をむかえる事業者所有の車両に替えて、町が車両を導入する

ための過疎債になります。起債の方法、利率償還の方法は記載のとおりです。 

次に、事項別明細書の歳出より説明いたしますので、１０ページ１１ページをお開き願

います。説明につきましては、主要事業に係る６月補正予算説明資料を用意し配付させて

いただいておりますので、ここに掲載の事業につきましては簡潔に行いますので、よろし

くお取り計らい願います。また、人件費に係る補正についてですけども、正職員分は、４

月１日付けの人事異動に伴う各科目間の調整及び退職者と新規採用職員の差額の増額、昇

給昇格による増額のほか、共済費率の変動に伴う増額、退職手当組合負担金の増額で、合

計５９６万８千円の増額となっております。なお、当初予算に計上した人数１２１名に増

減はありません。次にフルタイム会計年度任用職員分ですが、町民生活課の再任用職員が

会計年度任用職員に移行、児童館厚生員がパートタイムからフルタイムに移行、子育て支

援センターで、会計年度任用職員から正職員に移行したことにより、合計９８万２千円の

増額となっております。なお当初予算に計上した人数５７名から１名増の５８名となって

おります。これら各科目における、２節給料、３節職員手当等、４節共済費、１８節負担

金補助及び交付金の説明は省略させていただきますので御了承願います。それでは、説明

まいります。２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費３７６万６千円の追加、事業
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２の一般事務費６１万５千円の増額は、１１節役務費で、これまで無料であった、苫小牧

信用金庫の口座振替手数料が１０月から有料となるため新たに計上するものです。５目企

画費６１４３万７千円の追加、事業１の定住移住促進対策経費２９３万３千円の増額。１

０節需用費１２８万３千円の増額は、移住促進住宅ナナカマド１棟で故障した電気温水器

及び破損している洗面台の交換と、旧朝日小学校職員住宅２棟を新たに移住促進住宅とし

て活用するため、老朽化した内部を修繕するもの。１８節負担金補助及び交付金１６５万

円の増額は、中古住宅２件の取引に対する、町の不動産屋さん運営費補助金及び中古住宅

流通交付金を増額するもので、いずれも詳細は説明資料１ページのとおりです。事業２、

新冠町コミュニティーバス運営事業５１６万４千円の増額は、平成２９年導入の２９人乗

り車両に不具合が頻発し修繕を繰り返す状態で、本年２月末頃に再度不具合が生じ、修繕

に７０万円ほど要することから、令和７年度に導入を計画していた１４人乗り車両を前倒

して導入しようとするものです。なお現在は、町及び消防のマイクロバスで代替運行して

おります。詳細は説明資料２ページのとおりです。１３ページに移ります。事業３、テレ

ビ共同受信施設整備事業３７３２万３千円の増額は、老朽化している新和地区テレビ放送

共同受信施設を、整備・更新するもので、今般、当町に対する国庫補助金の割当て及び補

助申請を７月１９日までに行うよう連絡を受けたもので、詳細は説明資料３ページのとお

りです。事業４、情報通信基盤整備事業１６０１万７千円の増額。１１節役務費１６００

万５千円の増額は、高規格道路建設工事及び町道拡幅工事に伴う、光ケーブル設備の支障

移転とＮＴＴ柱建て替えに伴う支障移転に係る移転費であります。１３節使用料及び賃借

料１万２千円の増額は、支障移転に伴い新たに電柱への共架が必要になるもので、詳細は

説明資料４ページのとおりです。６目公平委員会費２万円の追加は、委員交代に伴う、委

員長当選人に係る臨時の委員会を開催したため、委員会１回分の報酬を増額するもの。８

目諸費２４万２千円の追加は、節婦町における町道拡幅工事に伴い、ＬＥＤ街路灯２基を

移設するもので、詳細は説明資料５ページのとおりです。１４ページから１５ページに移

ります。２項徴税費、１目税務総務費１４１万１千円の追加は人件費の調整によるもの。

２目賦課徴収費４９８万１千円の追加は１２節委託料で、定額減税に係る調整給付に対応

するための基幹システムを改修するもので、詳細は説明資料６ページのとおりです。１６

から１７ページに移ります。３項１目ともに、戸籍住民基本台帳費１千円の追加は共済費

率の変更によるもの、１８ページから１９ページに移ります。３款民生費、１項社会福祉

費、１目社会福祉総務費１３３９万７千円の追加。事業２、地域生活支援事業６４万１千

円の増額は、２１節補償補填及び賠償金で、新冠ほくと園に非課税事業として委託してい

た障害者相談相談支援事業が、課税事業であると判明したため、受託事業者の消費税修正

申告による過去５年分の消費税及び延滞税を負担するもので、詳細は説明資料７ページの

とおりです。事業３、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業５０６万８千円の増

額。１８節負担金補助及び交付金１４２万４千円の増額は、物価高騰の影響を受けている

介護障害施設等、９事業所に対して支援金を支給するもので、詳細は説明資料８ページの
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とおりです。１０節需用費１万円、１１節役務費８万４千円、１９節扶助費３５５万円の

増額は、あったか暖房費助成事業として１世帯当たり１万円を給付するもので、対象世帯

３５５世帯を見込むとともに、事務費を計上しており、詳細は説明資料９ページのとおり

です。２０ページから２１ページに移ります。２目老人福祉費１１３万２千円の減は、２

７節繰出金で介護サービス特別会計において説明いたします。４目地域包括支援センター

費４３万２千円の追加は人件費の調整によるもの。５目老人福祉施設費、補正額はありま

せんが、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を燃料費に財源充当するもので、国庫

支出金８７万９千円を増額し一般財源を同額減額するもの。２２ページから２３ページに

移ります。２項児童福祉費、２目児童措置費６０５万円の追加は、令和６年度児童手当法

改正に伴うシステム改修委託料を計上しており、同額が国庫補助となります。詳細は説明

資料１０ページのとおりです。３目児童福祉施設費５４０万８千円の追加、事業１、子ど

も子育て事業１万８千円の増額は、２２節償還金利子及び割引料で、令和５年度の子ども

子育て支援交付金事業の実績に基づき、余剰となった国費を返還するもので、詳細は説明

資料１１ページのとおりです。事業２、児童館運営費１９０万９千円の増額は、児童館厚

生員の会計年度任用職員１名採用とパートタイム職員１名退職の差引き増額分です。事業

３、子育て支援センター費３４８万１千円の増額は、正職員１名配置と会計年度任用職員

１名減員の差引き増額分です。２６ページから２７ページに移ります。４款衛生費、１項

保健衛生費、１目保健衛生総務費４５万６千円の追加。事業２、保健活動費１２万５千円

の増額は、マイナンバー情報連携体制整備整備に係るシステム改修委託料を計上。国庫補

助率３分の２で、詳細は説明資料１２ページのとおりです。２目予防費９２０万１千円の

追加は、新たにコロナワクチン接種費用に対する助成をするもので、接種対象６５歳以上

の町民等６８５名を見込み計上しております。詳細は説明資料１３ページのとおりです。

３目環境衛生費１１万円の追加は、合併処理浄化槽設置整備事業補助金で、予算措置済み

の５人槽、通常分一基３９万円が定住移住分５０万円に変更となることから、差額を増額

するもので、詳細は説明資料１４ページのとおりです。４目診療所費６８８万５千円の減

は２７節繰出金で、国保診療所特別会計において説明いたします。２８ページから２９ペ

ージに移ります。２項清掃費、１目清掃総務費３３３１万７千円の追加は、これまで業者

がごみ収集運搬車両を用意し、当該車両の購入費などを含め、業務委託料として支出して

きましたが、行財政改革の一環として、各種事務事業の見直しを進める中で、町が過疎債

を活用して車両を保有することにより、財政負担を抑制することが可能となることから、

現車両の更新年度である令和７年度に向けて、新たにごみ収集運搬車両２台を導入するも

ので、諸経費及び車両購入費を計上しております。詳細は説明資料１５ページのとおりで

す。３０ページから３１ページに移ります。５款農林水産業費、１項農業費、１目農業委

員会費６万４千円の追加及び２目農業総務費２８万円の減は、いずれも人件費の調整によ

るもの。３目農業振興費１４２万６千円の追加は、緊急を要する明渠排水３か所の土砂掘

削、運搬捨土費用を計上。詳細は説明資料１６ページのとおりです。３２ページから３３
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ページに移ります。５目牧野管理費４３万８千円の減は、人件費の調整によるもの。３４

ページから３５ページに移ります。２項林業費、４目森林公園費６４万９千円の追加は、

たこっぺ湿原の木道及び広場設置の木製複合遊具で、利用に耐え難いか所が発見されたた

め修繕するもので、詳細は説明資料１７ページのとおりです。３６ページから３７ページ

に移ります。３項水産業費、１目水産業振興費１８万５千円の追加は人件費の調整による

もの。３８ページから３９ページに移ります。６款１項ともに商工費、２目観光費３２９

万６千円の追加。事業２、新冠温泉施設管理運営事業３２９万５千円の増額。１０節需用

費１９９万１千円の増額は、温泉気泡風呂ろ過機の劣化、漏水のため交換修繕を行うもの。

１２節委託料１３０万４千円の増額は、過年度発行の入浴にかかる回数券及び無料券の使

用精算分として、指定管理受託事業者へ支払うもの。詳細は説明資料１８ページのとおり

です。４０ページから４１ページに移ります。７款土木費、１項道路橋梁費、２目道路維

持費２３３万７千円の追加は、急を要する道路側溝土砂掘削、運搬捨土及び路肩法面補修

など８か所に係るもので、詳細は説明資料１９ページのとおりです。３目道路新設改良費

１２４万５千円の追加。事業２、道路メンテナンス補助事業８５万３千円の増額は、節婦

小橋架け替えに伴う迂回路拡幅で、支障となる北電柱の移設に係る補償費です。４２ペー

ジから４３ページに移ります。２項河川費、１目河川総務費２０７万４千円追加、１０節

需用費８５万６千円の増額は、緊急を要する河川の河床掘削、運搬捨土、大型土嚢設置な

ど８か所の修繕に係るもの。１６節公有財産購入費１２１万８千円の増額は、令和４年発

生の災害で被災したセブ側の町が設置した護岸設置の復旧について、北海道が事業主体と

なって実施しているセブ川砂防事業に組み込んで実施してもらえないか協議を行ったとこ

ろ、今般、追加区間として対応していただける旨の連絡があり、その前提条件として、当

該敷地が町有地でなければならないことから、必要となる河川敷地の用地を買収するもの

で、詳細は説明資料２１ページのとおりです。これにより本来町が復旧すべき事業費のお

およそ１億円が不用になるものでございます。４４ページから４５ページに移ります。３

項住宅費、２目住宅建設費２４万２千円の減は人件費の調整によるもの。４６ページから

４７ページに移ります。９款教育費、１項教育総務費、２目事務局費３７３万１千円の減。

事業２、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業５４３万４千円の増額は、学生等

応援給付金事業として１人当たり２万円を給付するもので、高校生以上の学生等２７０名

を見込むとともに事務費を計上しており、詳細は説明資料２２ページのとおりです。４目

児童生徒輸送費、補正額はありませんが、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を燃

料費に財源充当するもので、国庫支出金６９万５千円を増額し一般財源を同額減額するも

のです。４８ページから４９ページに移ります。２項小学校費、１目学校管理費５万円の

減は人件費の調整によるもの。５０ページから５１ページに移ります。３項中学校費、１

目学校管理費、補正額はありませんが、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を燃料

費に財源充当するもので、国庫支出金２３８万３千円を増額し、一般財源を同額減額する

もの。５２ページから５３ページに移ります。４項１目ともに認定こども園費２００万１
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千円の減は人件費の調整によるもの。５４ページから５５ページに移ります。５項社会教

育費、１目社会教育総務費１０９万６千円の減は人件費の調整によるもの。２目レ・コー

ド館事業推進費６２１万４千円の追加。事業１、レ・コード館整備事業の１４節工事請負

費６１１万６千円の増額は、レ・コード館町民ホール客席系統の空調機コイルが老朽化の

ため破損し冷房が供給されないことから、空調機コイルの交換工事を行うもので、詳細は

説明資料２３ページのとおりです。３目図書費６万２千円の追加は人件費の調整によるも

の。６目青年の家費及び７目町民センター費、いずれも補正額はありませんが、物価高騰

対応重点支援地方創生臨時交付金を燃料費に財源充当するもので、国庫支出金を青年の家

費で３０万８千円、町民センター費で４７万９千円をそれぞれ増額し、一般財源を同額減

額するもの。５６ページから５７ページに移ります。６項保健体育費、１目保健体育総務

費１０１万６千円の追加は人件費の調整によるもの。２目体育施設費、補正額ありません

が、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を燃料費に財源充当するもので、国庫支出

金６１万９千円を増額、一般財源を同額減額するもの。 

次に、歳入について説明いたしますので、８ページから９ページをお開き願います。１

２款分担金及び負担金、１項負担金、２目教育費負担金１３６万６千円追加は、当町こど

も園に新ひだか町から５歳児及び３歳児の２名を、新たに受け入れることによるもの。１

４款国庫支出金、１項国庫負担金、２目衛生費国庫負担金５７６万８千円の追加、１節保

健衛生費国庫負担金の、１感染症予防事業費等国庫負担金８万３千円の増額は、マイナン

バー情報連携体制整備に係るシステム改修に対するもの。２新型コロナ定期接種ワクチン

確保事業費国庫負担金５６８万５千円は、ワクチン接種に対するもの。２項国庫補助金、

１目総務費国庫補助金４７３３万３千円の追加。１節総務管理費国庫補助金２８８９万７

千円の増額は、物価高騰対策の推奨事業１４事業に対するもの。２節企画費国庫補助金１

８４３万６千円の増額は、新和地区テレビ放送共同受信施設整備事業に対するもの。２目

民生費国庫補助金６０５万円の追加は、令和６年度児童手当法改正に伴うシステム改修に

対するもの。１９款１項１目ともに繰越金３１１６万１千円の追加は、前年度繰越金を財

源化するもの。２０款諸収入４項５目ともに雑入４６万４千円の追加、１雑入の２テレビ

共同受信施設組合加入世帯負担分４５万円の増額は、新和地区テレビ放送共同受信施設整

備事業に係る受益者負担金。２１節１項ともに町債、１目総務債及び２目衛生債の合計５

０８０万円の追加は、４ページ地方債の補正で説明のとおりですので説明は省略させてい

ただきます。 

以上が、議案第３２号、令和６年度新冠町一般会計補正予算の提案理由です。御審議を

賜り、原案のとおり御決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

 

   ◎日程第１０ 議案第３３号 

○議長（氏家良美君） 日程第１０、議案第３３号、令和６年度国民健康保険特別会計事
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業勘定補正予算を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

島田保健福祉課長。 

○保健福祉課長（島田和義君） 議案第３３号、令和６年度新冠町国民健康保険特別会計

事業勘定補正予算について、提案理由を申し上げます。 

１ページをお開きください。令和６年度新冠町国民健康保険特別会計事業勘定補正予算、

このたびは１回目の補正となります。歳入歳出予算の補正、第１条、既定の歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ２６万７千円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それ

ぞれ８億１９９５万５千円にしようとするものです。 

補正内容につきまして、事項別明細書の歳出から説明いたしますので、８ページから９

ページをお開きください。１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費２６万７千円の

追加。１２節委託料２６万７千円の増額は、マイナ保険証対応システム改修業務委託料で、

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律、通称マイナン

バー法等の一部を改正する法律の施行に伴い、既存システムの改修費が必要なため、当初

予算におきまして概算見積り額を措置しておりましたが、このたび改修内容の仕様が確定

し、改めて見積書を徴したところ予算額に不足が生じたことから、不足額を増額するもの

でございます。 

次に、歳入の説明をいたしますので６ページから７ページをお開きください。３款道支

出金、１項道負担金、１目保険給付費等交付金２６万７千円の追加。２節保険給付費等特

別交付金２６万７千円の増額は、特別調整交付金で、歳出に計上したシステム改修費に対

する交付金でございまして、全額国費対象となります。 

以上が、議案第３３号、令和６年度新冠町国民健康保険特別会計事業勘定補正予算につ

いての提案理由でございます。御審議を賜り、提案のとおり御決定くださいますようお願

い申し上げます。 

○議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

 

   ◎日程第１１ 議案第３４号 

○議長（氏家良美君） 日程第１１、議案第３４号、令和６年度新冠町介護サービス特別

会計事業勘定補正予算を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

竹内特別養護老人ホーム所長。 

○特別養護老人ホーム所長（竹内修君） 議案第３４号、令和６年度新冠町介護サービス

特別会計事業勘定補正予算の提案理由について御説明申し上げます。 

１ページをお開き願います。令和６年度新冠町介護サービス特別会計事業勘定補正予算、

このたびは１回目の補正でございます。第１条、歳入歳出予算補正、既定の歳入歳出予算

の総額から歳入歳出それぞれ１１３万２千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ
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れぞれ３億３４４万２千円としようとするものです。 

事項別明細書の歳出から御説明申し上げますので、８ページから９ページをお開きくだ

さい。１款総務費、１項一般管理費、１目施設介護サービス事業費１１３万２千円の減額。

２節給料７８万円の減額及び３節職員手当等３６万９千円の減額並びに４節共済費５万３

千円の減額は、職員の育児休業期間確定による一般職職員人件費の調整。１１節役務費２

万５千円の増額。令和６年１０月１日から負担することとなる当会計の公金支出に係る振

込手数料です。２６節公課費４万５千円の増額は、インボイス制度開始に伴う消費税納付

金で、これまで免税事業者だった介護サービス特別会計は、インボイス制度登録により課

税事業者となり消費税申告義務が発生するため、令和５年１０月１日から令和６年３月３

１日までの課税対象となる収入で、入所者から徴収している日用品費、施設内に設置して

いる自動販売機の施設使用料等について試算した消費税を計上するものでございます。 

次に、歳入について御説明申し上げますので、６ページから７ページをお開きください。

２款繰入金、１項１目１節いずれも一般会計繰入金で、１１３万２千円の減額は、歳入の

財源調整分として、繰入れている一般会計からの繰入金を繰り戻すもの。 

以上が、議案第３４号の提案理由の説明でございます。御審議を賜り、提案どおり御決

定くださいますようよろしくお願いいたします。 

○議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

 

   ◎日程第１２ 議案第３５号 

○議長（氏家良美君） 日程第１２、議案第３５号、令和６年度新冠町立国民健康保険診

療所事業特別会計補正予算を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

杉山診療所事務長。 

〇国保診療所事務長（杉山結城君） 議案第３５号、令和６年度新冠町立国民健康保険診

療所事業特別会計補正予算について提案理由を申し上げます。 

議案の１ページを御覧ください。今回は第１回目の補正になります。第１条、既定の歳

入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１１１１万５千円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ５億８２５０万２千円にしようとするものであります。 

第２条の地方債の補正について説明がありますので、３ページをお開き願います。第２

表、地方債補正、１変更です。起債の目的、施設設備事業、補正前の自動消火設備設置工

事、スプリンクラーの起債の借入れ限度額９６８０万円に、後ほど説明をします、暖房ボ

イラー設置工事の起債借入れ予定額を追加し、限度額を１億１４８０万円に変更しようと

するものであります。起債の方法、利率、償還の方法につきましては、記述のとおりであ

ります。 

次に、歳入歳出予算の補正について、事項別明細書、歳出より説明いたしますので９ペ

ージをお開きください。１款総務費、１項施設管理費、１目一般管理費１７８９万７千円
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の追加。次の１０ページを御覧ください。３節職員手当等１６万９千円の減、４節共済費

１万３千円の減については、事務職員の扶養状況の変更に伴う手当等の補正。１１節役務

費３万９千円の追加は、苫小牧信用金庫の振込手数料の新たな発生に伴う手数料予算の追

加。１４節工事請負費１８０４万円の追加は、診療所施設の暖房ボイラーの更新に係る工

事請負費の予算追加。設置後２８年を経過していることから、製造中止部品も多くなって

おり、部品調達の難しさもさることながら、心臓部である噴射ポンプバーナー部分の主要

部分の交換も難しい状態にあることが判明したため、ボイラー本体の更新を図るものであ

ります。次に１１ページに移ります。２款１項１目ともに医療費６７８万２千円の減額、

次の１２ページを御覧ください。２節給料１９１万６千円の減、３節職員手当等３２０万

７千円の減、４節共済費１２４万５千円の減、１８節負担金補助及び交付金４１万４千円

の減については、主に看護師採用予算について、当初予算を下回る人件費での採用決定と

なったことから、差額分を減額するもの。 

次に、歳入の説明をいたしますので７ページ及び８ページをお開きください。４款繰入

金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金、１節一般会計繰入金６８８万５千円の減額。

歳入歳出予算差引き調整として減額するもの。７款町債、１項町債、１目施設設備整備債

１８００万円の追加。暖房ボイラーに係る起債の借入れを行うものであります。 

以上が、議案第３５号の提案理由でございます。御審議を賜り、原案どおり御決定くだ

さいますようよろしくお願いいたします。 

○議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

 

   ◎閉議宣言 
○議長（氏家良美君） 以上をもって本日の日程は全部終了いたしました。 

本日はこれをもって散会いたします。 

御苦労さまでした。 

（午前１１時４１分 閉議） 

  


